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抜
け
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
陶
板
の
原
画
、
京
都
智
積

院
所
蔵
の
国
宝
「
楓
図
」
の
展
示
が
実
現
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
智
積
院
の

七
尾
に
対
す
る
深
い
ご
配
慮
か
ら
実
現
し
、
節
目
の
年
を

見
事
に
飾
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
開
館
以
来
わ
ず
か
五
年
目

と
い
う
早
さ
で
、
国
宝
「
楓
図
」
の
公
開
を
実
現
し
た
こ

と
は
、
当
時
の
美
術
館
界
で
大
き
な
話
題
と
な
り
、
石
川

県
七
尾
美
術
館
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
頃
よ
り
、
長
谷
川
等
伯
が
美
術

の
世
界
で
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
等
伯
の
水
墨
画
が
持
つ
一
種
の

叙
情
性
が
、
従
来
か
ら
の
漢
画
的
手
法
の
延
長
線
上
に
あ

る
水
墨
画
と
は
異
な
っ
た
、
日
本
人
独
自
が
創
造
し
た
世

界
で
あ
る
と
す
る
評
価
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
等
伯
の
水
墨
画
と
い
う
よ
り
、
日
本
の
水
墨

画
の
最
高
傑
作
が
「
松
林
図
屏
風
」
で
、
国
宝
中
の
国
宝

と
い
わ
れ
る
所
以
な
の
で
す
。
五
周
年
の
「
楓
図
」
を
公

開
し
て
以
来
、
次
は
「
松
林
図
屏
風
」
だ
と
す
る
話
題
が

私
共
の
耳
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
間
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
声
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

ず
る
日
々
の
毎
日
で
し
た
。
東
京
国
立
博
物
館
の
大
変
な

ご
配
慮
で
、
十
周
年
を
記
念
し
公
開
し
て
頂
く
こ
と
が
実

現
し
ま
し
た
。
何
は
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
機
会
は
二
度

と
実
現
で
き
な

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
作
品
の

前
に
立
っ
て
大

い
に
感
動
し
て

く
だ
さ
い
。
多

く
の
方
々
の
ご

来
館
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

平
成
七
年
の
四
月
二
十
八
日
、
こ
の
日
は
ま
る
で
初
夏

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
日
和
で
し
た
。
多
少
興
奮
し
て
い
た

せ
い
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ホ
ー
ル
で
の
開
会

式
は
空
調
が
思
う
よ
う
に
効
か
ず
、
額
か
ら
汗
が
零
れ
落

ち
る
よ
う
な
暑
さ
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

あ
の
時
か
ら
早
く
も
十
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
の
十
年
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

十
年
の
間
に
開
催
し
た
展
覧
会
は
美
術
館
の
企
画
展
と
各

種
美
術
団
体
と
が
開
催
し
た
展
覧
会
を
あ
わ
せ
て
二
百
十

回
を
越
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
開
館
以
来
の
総
入
館
者
数

は
、
三
月
末
日
で
三
十
六
万
五
千
人
に
達
し
、
地
方
の
小

さ
な
公
立
美
術
館
と
し
て
は
、
地
域
の
多
く
の
人
々
に
愛

さ
れ
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
美
術
館
と
し
て
成
長
し
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
開
館
時
に
刊
行
し
た
「
石
川
県
七
尾
美
術
館
だ

よ
り
」
の
開
館
特
集
号
の
中
で
、「
公
立
美
術
館
は
、
そ

の
地
域
に
育
ま
れ
た
地
域
文
化
を
守
り
育
て
る
役
割
と
、

地
域
住
民
に
対
し
て
、
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
す
る
役
割
と
が
あ
る
」こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
十
年
間
で
の
美
術
館
活
動
で
、
そ
の
役
割
は
ほ
ぼ
果

た
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

地
域
で
育
ま
れ
た
芸
術
文
化
の
代
表
と
し
て
は
、
何
と

い
っ
て
も
長
谷
川
等
伯
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

長
谷
川
等
伯
は
中
世
室
町
時
代
の
末
期
、
能
登
の
守
護
畠

山
氏
の
城
下
町
七
尾
で
出
生
し
、
早
く
か
ら
仏
画
の
絵
師

と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し
、
三
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
上
洛

し
て
、
の
ち
千
利
休
な
ど
と
の
出
会
い
か
ら
桃
山
時
代
を
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館
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

館
長

嶋

崎

丞

リ
ー
ド
す
る
画
聖
と
し
て
大
成
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
等

伯
を
顕
彰
す
る
意
味
で
も
、
美
術
館
活
動
の
中
心
に
長
谷

川
等
伯
を
据
え
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
設
立
さ
れ
た
美

術
館
と
し
て
は
当
然
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
し

た
。し

か
し
周
知
の
と
お
り
、
等
伯
の
作
品
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
納
ま
る
と
こ
ろ
に
納
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
等
伯
を

美
術
館
活
動
の
中
心
に
据
え
る
と
は
い
う
も
の
の
、
開
館

間
も
な
い
地
方
の
美
術
館
で
、
そ
う
簡
単
に
等
伯
の
作
品

を
展
示
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
現
不
可
能
に
近
い
の
が

現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
能
登
地
域
に
所
在
す
る
等
伯
の
若
い
時

代
、
信
春
時
代
の
仏
画
か
ら
展
示
を
始
め
よ
う
と
い
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
展
示
す
る
作
品
の
な
か
に
は
、

信
春
時
代
の
作
品
で
あ
っ
て
も
、
日
本
的
に
広
く
知
ら
れ

て
い
る
代
表
作
を
も
加
え
る
べ
き
と
の
見
地
か
ら
、
東
京

国
立
博
物
館
所
蔵
の
「
伝
名
和
長
年
像
」「
牧
馬
図
屏
風
」、

京
都
本
法
寺
の
「
日
堯
上
人
像
」
等
、
三
点
の
指
定
文
化

財
の
ご
出
品
を
頂
い
て
第
一
回
目
の
長
谷
川
等
伯
展
を
盛

大
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
第
一
回
の
長
谷
川
等
伯
展
に
勢
い
づ
い
て
、
二
回

目
以
降
も
多
く
の
所
蔵
者
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
得
て
、

長
谷
川
等
伯
展
は
次
第
に
注
目
さ
れ
る
展
覧
会
に
成
長
し

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
四
回
目
が
開
館
五
周
年
の
年
に
当
た
り
、
ま
た

七
尾
港
開
港
百
周
年
・
七
尾
市
制
施
行
六
十
周
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
念
の
年
に
ふ
さ
わ
し

い
豪
華
な
内
容
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
話
題
が
持
ち
上
が

り
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
他
な
ら
ぬ
七
尾
市
本
庁
舎
の
入
口
の
、
吹
き

平
成
17
年
４
月
１
日
（
金
）
〜

６
月
26
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

長谷川等伯展 ―能登から京へ―
平成８年８月31日～９月29日開催
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長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇
）
は
能
登
国
七

尾
出
身
で
あ
り
、
当
館
で
は
調
査
・
研
究
は
も
と
よ
り
平

成
八
年
度
よ
り
毎
年
「
長
谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ
展
」
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
、
七
尾
美
術
館
は
開
館
十
周
年
を
迎
え
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
展
も
十
回
を
数
え
ま
す
。
そ
の
記
念
の
年
に
、
日

本
を
代
表
す
る
各
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
た
ち
が
国
宝
の
中

の
国
宝
に
選
び
、
日
本
水
墨
画
の
最
高
峰
と
称
さ
れ
る

「
松
林
図
屏
風
」
を
展
覧
し
ま
す
。
所
蔵
先
の
東
京
国
立

博
物
館
で
も
三
年
に
一
度
の
公
開
と
さ
れ
る
名
作
が
、
等

伯
の
郷
里
七
尾
で
公
開
さ
れ
る
の
は
、
恐
ら
く
「
最
初
で

最
後
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
「
松
林
図
屏
風
」
ま
で
の
流
れ
を
紹
介

す
る
意
味
で
、
二
十
七
歳
か
ら
五
十
一
歳
ま
で
の
作
品
七

点
も
展
示
し
ま
す
。

【
能
登
か
ら
京
へ
・
二
十
歳
代
〜
三
十
歳
代
】

こ
の
時
代
の
等
伯
は
、
郷
里
七
尾
を
中
心
に
仏
画
な
ど

を
描
い
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

現
存
す
る
作
品
か
ら
、
こ
の
頃
す
で
に
京
都
と
行
き
来

し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
三
十
三
歳
の
時
に
養
父

母
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
妻
子
を

連
れ
て
本
格
的
に
京
都
へ
移
り
住
ん
だ
と
見
ら
れ
ま
す
。

上
洛
後
の
等
伯
は
本
法
寺
に
拠
点
を
置
き
、
制
作
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
本
法
寺
に
は
、
そ
の
当
時
の
住
職

を
描
い
た
「
日
堯
上
人
像
」
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の

緻
密
な
描
写
力
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、「
父
道
浄
六
十
五
歳
」

「
長
谷
川
帯
刀
信
春
三
十
四
歳
筆
」
の
落
款
か
ら
、
等
伯

研
究
で
知
ら
れ
た
土
居
次
義
氏
が
「
長
谷
川
等
伯
・
信
春

開
館
10
周
年
記
念
・
新
七
尾
市
誕
生
記
念

「
国
宝
・
松
林
図
屏
風

長
谷
川
等
伯
展
」

４
月
25
日(

月)

〜
５
月
８
日(

日)
[

会
期
中
無
休]

同
人
説
」
を

提
唱
さ
れ
る

に
至
っ
た
と

い
う
、
資
料

的
に
も
重
要

な
作
品
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
京
都
・
四
十
歳
代
】

は
っ
き
り
と
四
十
歳
代
の
年
記
の
あ
る
作
品
は
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
主
に
狩
野
派
が
好
ん
で
使
用
し
た

鼎
形
の
「
信
春
」
印
が
捺
さ
れ
た
作
品
が
三
点
確
認
さ
れ

て
お
り
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
「
陳
希
夷
睡
図
」
に
は
狩
野
派
の
特
徴
も
看
取
さ

れ
、
上
洛
後
の
一
時
期
狩
野
派
に
学
ん
だ
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
狩
野
派
と
等
伯
の
美
意
識
は

明
ら
か
に
違
う
も
の
で
あ
り
、
等
伯
は
独
自
の
表
現
を
追

求
し
て
い
く
の
で
す
。

等
伯
と
親
交
が
あ
っ
た
本
法
寺
第
十
世
・
日
通
上
人
や

千
利
休
は
共
に
堺
の
出
身
で
、
等
伯
の
後
妻
で
あ
る
妙
清

も
堺
の
出
身
で
す
。
当
時
の
堺
は
大
変
栄
え
た
商
業
都
市

で
、
多
く
の
文
化
人
た
ち
が
集
う
場
所
で
し
た
。
茶
の
湯

も
盛
ん
で
、
中
国
の
画
家
た
ち
が
描
い
た
名
画
が
茶
室
の

床
の
間
を
飾
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
等
伯
は
そ
れ

ら
の
名
作
に

直
に
接
し
学

び
、
そ
し
て

後
の
長
谷
川

派
の
基
礎
を

築
い
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

【
京
都
・
五
十
歳
代
】

五
十
一
歳
筆
の
「
山
水
図
襖
」（
現
、
圓
徳
院
と
楽
家

蔵
）
は
、
大
徳
寺
三
玄
院
住
職
の
留
守
中
に
、
周
り
の
者

が
止
め
る
の
も
聞
か
ず
等
伯
が
一
気
に
描
い
た
と
伝
え
ら

れ
る
作
品
で
、
過
剰
な
ま
で
の
制
作
意
欲
と
積
極
性
が
窺

え
て
興
味
深
い
で
す
。

翌
年
、
仙
洞
御
所
障
壁
画
の
仕
事
を
狩
野
派
に
阻
止
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
翌
年
に
狩
野
永
徳
が
急
死
し
、
秀
吉
の

長
子
・
鶴
松
の
菩
提
寺
祥
雲
寺
障
壁
画
群
の
仕
事
が
舞
い

込
み
ま
す
。
一
派
の
総
力
を
結
集
し
て
制
作
し
ま
す
が
、

そ
の
絶
頂
期
に
次
々
と
人
の
死
に
直
面
し
ま
す
。
そ
の
悲

し
み
の
中
で
描
い
た
の
が
、「
松
林
図
屏
風
」
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

五
十
歳
代
か

ら
六
十
歳
代
に

か
け
て
の
等
伯

は
、
深
い
悲
し

み
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
「
松
林
図

屏
風
」
を
は
じ
め

と
す
る
優
れ
た
水

墨
画
を
制
作
し
、

画
家
と
し
て
は
最

も
充
実
し
た
時
代

だ
っ
た
と
も
言
え

る
の
で
す
。

【
京
都
・
六
十
歳
〜
七
十
二
歳
】

等
伯
は
六
十
歳
代
か
ら
「
自
雪
舟
五
代
」
を
名
乗
り
、

長
谷
川
派
の
結
束
を
固
め
て
い
き
ま
す
。
で
す
が
、
こ
の

頃
か
ら
線
描
は
硬
く
荒
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

制
作
中
の
等
伯
が
、
慶
長
九
年
（
六
十
六
歳
）
十
二
月

に
高
所
よ
り
墜
落
し
、
右
手
が
不
自
由
に
な
っ
た
と
い
う

記
録
（『
医
学
天
正
記
』）
に
注
目
し
た
山
根
有
三
氏
は
、

以
降
の
作
品
全
て
を
弟
子
の
筆
と
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
作
品
を
見
る
限
り
、
描
け
な
か
っ
た
の
は
六
十
六

歳
か
ら
の
一
〜
二
年
程
で
、
多
く
の
弟
子
を
抱
え
て
い
れ

ば
狩
野
派
の
よ
う
に
工
房
制
作
が
あ
る
の
も
当
然
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
作
品
全
て
を
弟
子
の
筆
と
は
考
え
に
く
い

と
い
う
解
釈
も
あ
る
の
で
す
。

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

重文「日堯上人像」
本法寺蔵

県文「陳希夷睡図」
当館蔵

重文「山水図襖」
圓徳院蔵



4

慶
長
十
五
年
、
等
伯
は
七
十
二
歳
の
時
に
江
戸
に
向
か

っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、
仕
事
と
は
言
え

後
の
長
谷
川
派
の
命
運
を
か
け
て
の
一
大
決
心
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
道
中
で
病
に
罹か

か

り
、
江
戸
到

着
後
二
日
目
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

【
国
宝
・
松
林
図
屏
風
】

紙
継
ぎ
の
ズ
レ
や
、
捺
さ

れ
て
い
る
「
等
伯
」
印
が
後

印
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ

に
加
え
て
最
近
「
月
夜
松
林

図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
の
存
在

が
明
ら
か
と
な
り
、
草
稿
説

や
寺
院
内
障
壁
画
と
す
る
見

解
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
絵
の

筆
者
は
等
伯
以
外
に
は
考
え

ら
れ
ず
、
研
究
者
に
も
広
く

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

描
か
れ
た
松
林
は
、
強
風

に
耐
え
細
く
立
ち
す
く
む
能

登
の
松
林
に
あ
ま
り
に
も
似

て
い
ま
す
。
祥
雲
寺
障
壁
画

制
作
で
地
位
も
名
誉
も
手
に

入
れ
た
等
伯
で
す
が
、
利
休

が
自
刃
、
後
継
者
で
あ
る
長

男
久
蔵
の
死
と
、
深
い
悲
し

み
に
襲
わ
れ
ま
す
。
そ
の
時
、

心
の
中
に
映
し
出
さ
れ
た
の

は
、
郷
里
七
尾
の
風
景
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
絵
は
、
等
伯
の
心
象
風

景
で
あ
り
、
能
登
の
原
風
景

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

国宝「松林図屏風」東京国立博物館蔵

★
出
品
作
品

一
、
△
「
日
蓮
聖
人
像
」
一
　
幅
　
七
尾
市
・
實
相
寺

二
、
□
「
善
女
龍
王
図
」
一
　
幅
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

三
、
◎
「
日
堯
上
人
像
」
一
　
幅
　
京
都
市
・
本
法
寺

四
、
□
「
愛
宕
権
現
図
」
一
　
幅
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

五
、
□
「
達
　
磨
　
図
」
一
　
幅
　
七
尾
市
・
龍
門
寺

六
、
□
「
陳
希
夷
睡
図
」
一
　
幅
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

七
、
◎
「
山
水
図
襖
」
七
　
面
　
京
都
市
・
圓
徳
院

八
、
蘋
「
松
林
図
屏
風
」
六
曲
一
双

東
京
国
立
博
物
館

（
蘋
＝
国
宝
、
◎
＝
重
文
、
□
＝
県
文
、
△
＝
市
町
村
文
）

「
開
催
記
念
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
」

「
松
林
図
屏
風
」
を
通
し
て
四
百
年
前
の
能
登
の
松
林

を
、
写
真
を
通
し
て
現
在
の
能
登
の
松
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

◇◇◇◇
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

〈
共
通
観
覧
料
〉

大
高
生

一

般

７
０
０
円

６
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

※
会
期
中
、夜
間
７
時
ま
で
延
長（
入
館
は
６
時
30
分
ま
で
）。

◆
国
宝
「
松
林
図
屏
風
」
特
別
公
開
記
念
事
業
◆

―
五
木
寛
之
と
辻
口
博
啓
が
語
る
「
松
林
図
」
と
「
等
伯
」
―

日
　
時
…
４
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
　
場
…
七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

問
合
せ
…
七
尾
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

1
０
７
６
７
（
53
）
８
４
３
７

等
伯
へ
の
造
詣
が
深
く
、
石
川
県
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る

作
家
と
パ
テ
ィ
シ
エ
が
熱
く
語
り
ま
す
。

◆
「
国
宝
・
松
林
図
屏
風
展
」
特
別
講
演
会
◆

日
　
　
時
…
４
月
29
日
（
金
・
祝
）

午
後
２
時
〜

会
　
　
場
…
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

講
　
　
師
…
松
原
茂
氏
（
東
京
国
立
博
物
館
上
席
研
究
員
）

演
　
　
題
…
「
松
林
図
屏
風
の
魅
力
」

参
加
方
法
…
聴
講
無
料

友
の
会
の
皆
様
へ
朗
報
！

◆
会
員
限
定
特
別
鑑
賞
会
の
お
知
ら
せ
◆

今
回
は
自
由
観
覧
と
な
り
ま
す
。
特
別
鑑
賞
会
の
時
間

は
30
分
の
み
で
す
が
、
入
場
は
会
員
様
限
定
で
す
の
で
、

ゆ
っ
く
り
と
「
松
林
図
」
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
　
時
…
第
１
回
　
４
月
30
日
（
土
）

第
２
回
　
５
月
１
日
（
日
）

※
両
日
共
、
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

参
加
方
法
…
当
日
、
会
員
証
を
必
ず
お
持
ち
に
な
り
、
観

覧
券
購
入
時
に
参
加
希
望
の
旨
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

※
学
芸
員
の
解
説
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
記
念
グ
ッ
ズ
【
第
三
展
示
室
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
】
◆

東
京
国
立
博
物
館
運
営
協
力
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

巾
着
袋
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

一
筆
箋
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

等
伯
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

色
紙

便
利
堂
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ニ
チ
ュ
ア
屏
風
、
絵
ハ
ガ
キ

※
そ
の
他
、
各
種
等
伯
作
品
グ
ッ

ズ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

松
林
図
屏
風
グ
ッ
ズ

★
耳
寄
り
情
報



「
現
代
美
術
展
」
は
石
川
県
下
で
最
大
規
模
を
誇
る
公

募
展
で
す
。
そ
の
歴
史
も
古
く
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二

十
年
十
月
に
、
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、

毎
年
継
続
さ
れ
六
十
一
回
目
を
迎
え
ま
す
。

当
展
は
県
内
在
住
の
日
本
芸
術
院
会
員
や
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
か
ら
、
新
進
気
鋭
の
作
家
ま

で
幅
広
い
層
か
ら
出
品
さ
れ
、
出
品
委
嘱
作
品
に
加
え
、

入
選
率
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
厳

し
い
審
査
を
経
た
作
品
、
計
約
千
点

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
石
川
県
に
お
け

る
美
術
の
流
れ
を
展
観
す
る
絶
好
の

機
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

七
尾
展
は
昭
和
二
十
一
年
六
月
の

第
二
回
展
が
開
催
さ
れ
た
後
、
平
成

七
年
四
月
の
当
美
術
館
開
館
を
機
に
、

地
方
展
と
い
う
形
で
毎
年
開
催
さ
れ
、

今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
ま
す
。「
現

代
美
術
展
」
入
選
作
品
の
中
か
ら
、

能
登
地
区
在
住
者
の
作
品
、
受
賞
作

品
、
能
登
地
区
在
住
お
よ
び
出
身
委

嘱
作
家
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役

員
の
作
品
を
選
抜
、
日
本
画
・
洋

画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
六

部
門
で
約
二
百
点
を
展
示
予
定
で
す
。

◆
等
伯
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
◆

等
伯
の
作
品
を
、
ほ
ぼ
年
代
毎
に
収
録
し
た
五
本
の
静

止
画
番
組
と
、
歴
史
的
流
れ
の
中
で
の
等
伯
の
軌
跡
を
収

録
し
た
動
画
番
組
一
本
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
遠
方
か
ら
の
お
客
様
へ
◆

会
期
中
、
美
術
館
入
口
の
テ
ン
ト
内
で
は
、
七
尾
の
物

産
を
販
売
す
る
他
、
等
伯
会
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
、
市
内
の
観
光
案
内
も
し
て
下
さ
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
七
尾
駅
か
ら
市
内
巡
回
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
宝
「
松
林
図
屏
風
」
特
別
公
開
の
後
も
、
よ
り
深
く

等
伯
と
等
伯
作
品
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
第
一
展

示
室
で
は
引
き
続
き
能
登
時
代
の
等
伯
作
品
四
点
と
、
長

谷
川
派
の
仏
画
な
ど
を
含
め
た
九
点
を
展
示
予
定
で
す
。

★
出
品
予
定
作
品

一
、
□
「
善
女
龍
王
図
」
一
　
幅
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

二
、
□
「
愛
宕
権
現
図
」
一
　
幅
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

三
、
□
「
達
　
磨
　
図
」
一
　
幅
　
七
尾
市
・
龍
門
寺

四
、
□
「
陳
希
夷
睡
図
」
一
　
幅
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

五
、
△
「
涅
　
槃
　
図
」
一
　
幅
　
七
尾
市
・
長
壽
寺

六
、
△
「
白
描
涅
槃
図
」
一
　
幅
　
七
尾
市
・
成
蓮
寺

七
、
△
「
涅
　
槃
　
図
」
一
　
幅
　
石
川
県
中
能
登
町
・
山
田
寺

八
、
△
「
涅
　
槃
　
図
」
一
　
幅
　
石
川
県
穴
水
町
・
来
迎
寺

九
、

「
波
龍
図
屏
風
」
六
曲
一
双

高
野
山
・
金
剛
三
昧
院

5

（
□
＝
県
文
、
△
＝
市
町
村
文
）

※
一
部
、
展
示
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
二
展
示
室
で
は
、
現
代
絵
画
約
三
十
点
を
大
き
く
三

色
の
系
統
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

七
尾
市
で
は
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
の
副
読
本
『
わ
た

し
た
ち
の
七
尾
』
で
、
郷
里
を
同
じ
く
す
る
長
谷
川
等
伯

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
色
々
な

形
で
等
伯
に
触
れ
合
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
国
宝
「
松

林
図
屏
風
」
特
別
公
開
を
記
念
し
て
、
今
年
三
月
に
卒
業

し
た
東
部
中
学
校
生
徒
が
等
伯
の
「
達
磨
図
」
を
テ
ー
マ

に
描
い
た
水
墨
画
（
印
章
、
額
も
制
作
）
か
ら
約
半
数
を
、

同
じ
く
三
月
に
卒
業
し
た
徳
田
小
学
校
児
童
が
、
等
伯
の

動
物
画
に
倣
っ
て
描
い
た
水
墨
画
を
展
示
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
感
受
性
豊
か
な
作
品
を
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
！
（
観
覧
料
は
無
料
で
す
）

「
特
別
所
蔵
品
展
」

５
月
13
日(

金)

〜
29
日(
日)

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
展展展展
示示示示
室室室室
〜
信
春
時
代
の
等
伯
と
長
谷
川
派
〜

◇◇◇◇
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室
〜
絵
画
の
色
彩
を
楽
し
む
〜

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

「
等
伯
に
続
け
！
子
ど
も
水
墨
画
展
」

５
月
17
日(

火)

〜
29
日(

日)

◇◇◇◇
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

「
第
61
回
現
代
美
術
展

七
尾
展
」

６
月
３
日(

金)

〜
26
日(

日)

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

５
０
０
円

４
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。 昨年の会場風景



6

５
月
22
日
（
日
）

開
演

午
後
１
時

等
伯
顕
彰
セ
レ
モ
ニ
ー

・
箏
、
三
絃
、
尺
八
合
奏
　
玉
木
社
中
　
箏
祥
会

・
献
茶
、
献
歌
、
献
句
　
　
奥
村
社
中
・
七
尾
文
芸
の
つ
ど
い

・
コ
ー
ラ
ス
　
　
　
　
　
　
ド
ル
チ
ェ
マ
マ

等
伯
子
ど
も
写
生
大
会
表
彰
式

入
場
料

無
料

主
　
催

等
伯
会

連
絡
先
　

等
伯
会
（
石
川
県
七
尾
美
術
館
内
）

1
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

６
月
26
日
（
日
）

開
演

午
後
１
時

石
田
ゆ
か
り
門
下
生
（
園
児
か
ら
高
校
生
）
に
よ
る
二

年
に
一
度
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
連
弾
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
表
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

石
田
ゆ
か
り
ピ
ア
ノ
教
室

連
絡
先
　

石
田
ゆ
か
り

1
０
７
６
７
（
53
）
４
６
２
８

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

第
26
回

等
伯
ま
つ
り

第
５
回
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
レ
ッ
ト

去
る
一
月
三
十
日
（
日
）

第
三
展
示
室
特
設
会
場
に
て
、

子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
以

外
で
は
初
め
て
の
体
験
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

雪
の
舞
う
寒
い
日
で
あ
っ
た

に
も
拘
わ
ら
ず
、
ご
夫
婦
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
、
茶
道

の
先
生
、
そ
の
お
弟
子
さ
ん

な
ど
十
二
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
所
蔵
品
の
掛
け
軸
三
点
を
前
に
、
掛
け
軸
本
体

及
び
箱
に
は
様
々
な
形
態
が
あ
る
こ
と
、
軸
を
構
成
す
る

各
部
分
の
名
称
な
ど
を
当
館
学
芸
員
が
説
明
。
そ
し
て
、

次
は
実
践
編
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
持
参
し
た
掛
け
軸
を

実
際
に
矢や

筈は
ず

を
使
い
展
示
室
に
掛
け
て
み
ま
し
た
。

友
白

と
も
し
ら

髪が

や
秋
草
が
描
か
れ
た
も
の
、
花
鳥
画
な
ど
壁
面

に
並
ん
だ
軸
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、「
良
い
お
軸
を

お
持
ち
で
す
ね
」
と
和
や
か
に
語
り
あ
う
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。
レ
ク
チ
ャ
ー
の
効
果
あ
っ
て
か
、
軸
を
巻
き
取
り

箱
に
収
め
る
作
業
は
、
皆
さ
ん
手
際
よ
く
行
っ
て
い
ま
し

た
。
実
践
編
終
了
後
は
、
学

芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら

『
冬
季
・
所
蔵
品
展
』
を
ゆ
っ

た
り
と
鑑
賞
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
皆

様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
冬
の

ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◇
映
画
上
映
会
【
入
場
無
料
】
午
後
２
時
〜

・
５
月
21
日
　
利
休
の
茶
（
47
分
）

・
６
月
11
日
　
土
と
炎
と
人
と

―
清
水
卯
一
の
わ
ざ
―
（
31
分
）

お
か
げ
さ
ま
で
当
館
は
今
年
で
開
館
か
ら
丸
十
年
た

ち
、「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」
も
今
回
で
六
回
目
を
数
え

ま
す
。
そ
こ
で
開
館
十
周
年
と
、
ま
も
な
く
開
催
す
る

「
国
宝
・
松
林
図
屏
風
　
長
谷
川
等
伯
展
」
を
記
念
し

て
、
今
回
は
等
伯
ゆ
か
り
の
寺
院
な
ど
を
巡
る
一
泊
二

日
、
京
都
へ
の
バ
ス
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

見
学
予
定
地
は
等
伯
が
上
洛
後
に
身
を
寄
せ
た
と
い

わ
れ
る
『
本
法
寺
』、
等
伯
作
の
も
う
一
点
の
国
宝

「
楓
図
」
を
所
蔵
し
て
い
る
『
智
積
院
』、
ユ
ニ
ー
ク
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
つ
「
山
水
図
襖
」
を
所
蔵
す
る
『
圓

徳
院
』、
等
伯
作
品
と
長
谷
川
派
の
襖
絵
な
ど
も
所
蔵

す
る
『
永
観
堂
禅
林
寺
』
で
す
。

大
き
な
夢
を
抱
い
て
七
尾
か
ら
上
洛
し
、
水
墨
画
の

最
高
傑
作
と
評
さ
れ
る
「
松
林
図
屏
風
」
を
世
に
残
し

た
等
伯
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

◆
日

程

６
月
12
（
日
）
〜
13
日
（
月
）

◆
見
学
予
定
地

本
法
寺
・
智
積
院
・
圓
徳
院
・

永
観
堂
禅
林
寺
な
ど
京
都
方
面

◆
参

加

費

三
五
、
〇
〇
〇
円

（
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
三
六
、
〇
〇
〇
円
）

◆
定

員

25
名(

対
象
は
原
則
と
し
て
成
人)

◆
一
次
締
切

５
月
15
日
（
日
）

◆
申
込
方
法

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

1
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、
旅
行
は
中
止
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

参
加
者
大
募
集
！
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◆
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
新
し
い
仲
間
加
わ
る
！

七
尾
市
名
誉
市
民
の
故
池
田
文
夫
氏
蒐
集
で
、
昭
和
六

十
三
年
に
七
尾
市
に
寄
贈
さ
れ
、
当
美
術
館
建
設
の
契
機

と
も
な
っ
た
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」。

当
館
開
館
以
降
、
計
一
四
七
点
の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
は
所
蔵
品
の
中
核
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
展
覧
会
で
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、
当
館
開
館
十
周
年
を
記
念
し
て
ご
遺

族
よ
り
新
た
に
二
三
点
の
作
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
作
品
は
日
本
画
、
彫
刻
、
工
芸
が
中
心
で
、
浮

世
絵
美
人
画
や
九
谷
焼
系
列
の
陶
磁
器
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
異
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の

作
品
が
多
い
の
が
特
色
で
す
。

本
作
品
に
つ
い
て
は
七
月
一
日
か
ら
の
「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
　
〜
新
寄
贈
作
品
初
公
開
〜
」
で
一
斉
に
紹
介

予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

漓
浮
世
絵
「
雪
中
美
人
図
」

宮
川
長
春

江
戸
時
代
（
一
七
〜
一
八
世
紀
）
制
作

滷
浮
世
絵
「
納
涼
二
美
人
図
」

宮
川
長
春

江
戸
時
代
（
一
七
〜
一
八
世
紀
）
制
作

澆
浮
世
絵
「
美
人
図
」

伝
奥
村
政
信

江
戸
時
代
（
一
七
〜
一
八
世
紀
）
制
作

潺
浮
世
絵
「
地
獄
極
楽
図
」

歌
川
国
貞
・
英
一
珪

江
戸
時
代
（
一
九
世
紀
）
制
作

潸
浮
世
絵
「
美
人
立
姿
図
」

月
下
園
豊
政

江
戸
時
代
（
一
九
世
紀
）
制
作

澁
浮
世
絵
「
美
人
蛍
狩
図
」

江
戸
時
代
（
一
七
〜
一
八
世
紀
）
制
作

澀
浮
世
絵
「
二
人
美
人
図
」

江
戸
時
代
（
一
八
〜
一
九
世
紀
）
制
作

潯
日
本
画
「
夕
宵
図
」

菊
池
契
月

明
治
〜
昭
和
期
（
二
〇
世
紀
）
制
作

潛
日
本
画
「
町
の
娘
図
」

寺
島
紫
明

明
治
〜
昭
和
期
（
二
〇
世
紀
）
制
作

濳
日
本
画
「
勢
多
加
童
子
図
」

佐
藤
朝
山

明
治
〜
昭
和
期
（
二
〇
世
紀
）
制
作

潭
木

彫
「
土

部
」

山
崎
朝
雲

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
制
作

澂
彫

刻
「
銭
屋
五
兵
衛
像
」

都
賀
田
勇
馬

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
制
作

潼
木

彫
「
不
動
明
王
像
」

澤
田
政
廣

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
制
作

潘
木

彫
「
無
憂
華
」

大
内
青
圃

大
正
〜
昭
和
期
（
二
〇
世
紀
）
制
作

澎
木

彫
「
金
鶏
鳥
」

吉
田
秀
鳳

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
頃
制
作

澑
陶
磁
器
「
飴
釉
手
桶
水
指
」

伝
初
代
大
樋
長
左
衛
門

江
戸
時
代
（
一
七
〜
一
八
世
紀
）
制
作

濂
陶
磁
器
「
色
絵
山
水
図
平
鉢
」
吉
田
屋
窯

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
制
作

潦
陶
磁
器
「
色
絵
龍
桐
文
木
瓜
形
平
卓
」

粟
生
屋
源
右
衛
門

江
戸
時
代
（
一
九
世
紀
）
制
作

澳
陶
磁
器
「
彩
色
織
姫
人
形
」

清
水
七
兵
衛

江
戸
〜
明
治
期
（
一
九
〜
二
〇
世
紀
）
制
作

澣
陶
磁
器
「
色
絵
布
袋
山
水
人
物
図
硯
箱
」

初
代
徳
田
八
十
吉

明
治
〜
昭
和
期
（
二
〇
世
紀
）
制
作

澡
陶
磁
器
「
白
釉
太
白
麒
麟
像
」
十
二
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
制
作

澤
金

工
「
金
銀
象
嵌
波
兎
文
鐙
」

桃
山
〜
江
戸
期
（
一
七
世
紀
）
制
作

澹
扁

額
「
對
松
軒
」

北
大
路
魯
山
人

大
正
時
代
（
二
〇
世
紀
）
制
作

※
全
て
池
田
輝
三
郎
氏
よ
り
寄
附

◆
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
以
外
の
新
収
蔵
作
品

珈
木

彫
「
烏
」

田
中
太
郎

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
制
作

第
23
回
院
展
出
品

玳
木

彫
「
田
中
シ
ゲ
（
祖
母
）
像
」

田
中
太
郎

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
制
作

第
30
回
院
展
出
品

珎
木

彫
「
天

女
」

田
中
太
郎

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
制
作

玻
木
版
画
「
女
」

田
中
太
郎

昭
和
後
期
（
二
〇
世
紀
）
制
作

珀
木
版
画
「
平

安
」

田
中
太
郎

昭
和
後
期
（
二
〇
世
紀
）
制
作

※
以
上
、
田
中
秀
和
氏
よ
り
寄
附

珥
彫

刻
「
曙
」

川
岸
要
吉

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
制
作

第
８
回
日
展
特
選
受
賞

珮
彫

刻
「
鏡
に
向
か
う
女
」

川
岸
要
吉

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
制
作

第
30
回
日
展
出
品

珞
彫

刻
「
裸

婦
」

川
岸
要
吉

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
制
作

第
33
回
日
展
出
品

※
以
上
、
川
岸
厚
子
氏
よ
り
寄
附

璢
写

真
「
能
登
半
島
・
モ
ン
ト
レ
ー
半
島
交
流
写
真
展
」

出
品
作
品
一
〇
点

昭
和
四
十
二
〜
平
成
十
四
年
制
作

※
七
尾
・
モ
ン
ト
レ
ー
友
好
協
会
よ
り
寄
附

珮
「
鏡
に
向
か
う
女
」
川
岸
要
吉

珈
「
烏
」
田
中
太
郎

⑨「町の娘図」寺島紫明

⑰「色絵山水図平鉢」吉田屋窯



石川県七尾美術館だより 第41号（春号）
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/（アドレスが変更になりました）

（４月～６月）
◆4月 4、11～24
◆5月 9～12、16、23、30、31
◆6月 1、2、6、13、20、27～30

◆第１・２展示室

◆第１・２・３展示室

「池田コレクション展 ～新寄贈作品初公開～」
「夏季・所蔵品展 ～水のある風景～」

当館開館10周年記念として、七尾市名誉市民である故池田文夫氏のご遺族より
追加のご寄附を頂きました「池田コレクション」の新作品23点を一堂に初公開し
ます。新たな「池田コレクション」の世界を是非ご観覧下さい。なお、同時開催
として「夏季・所蔵品展　～水のある風景～」を予定しています。

平成17年７月１日（金）～24日（日）

「美術館に行こう！～ディック・ブルーナに学ぶモダン・アートの楽しみ方～」

ディック・ブルーナ（1927～）はミッフィー（うさこちゃん）の生みの親として知
られるオランダのグラフィック・デザイナーです。“ブルーナ・カラー”と言われる
６色から構成され彼の絵本は、シンプルにして最高の絵本として世界中で愛され続け
ています。今年、人気キャラクターであるミッフィーは生誕50周年を迎えます。それ
を記念して、本展ではミッフィーなどのキャラクターを中心にブルーナの足跡をたど
り、またブルーナが影響を受けたモダン・アートの作品を、『ミッフィーのたのしい
びじゅつかん』に沿って紹介します。さらに、《ミッフィーと遊ぼう》《作ってみよ
う》のコーナーもあり、親子で楽しみながら学べる展覧会です。

今年の夏はミッフィーたちに会いに“七尾美術館に行こう！”

平成17年7月29日（金）～９月25日（日）（会期中無休）

「色絵龍桐文木瓜形平卓」
粟生屋源右衛門

Illustrations Dick Bruna
狡 copyright Mercis bv,2000

◎次号・第42号（夏号）は７月１日発行予定です。

交通案内
飛行機……能登空港より能登有料

道路利用約45分

車…………金沢より能登有料道路
利用約１時間20分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒 歩…JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分

ななおコミュニティバス…JR七尾駅より西コ
（ぐるっと7セブン） ースに乗車約10分

●友の会会員様へお知らせ●
【その１】国宝「松林図屏風」の一筆箋をプレゼント！
『国宝･松林図屏風　長谷川等伯展』会期最終日までに、平成17年度当館友の会ご入会の方へ、開館１０周年と

本展開催を記念して「松林図屏風」の一筆箋を進呈いたします。（入会申込み手続きをされた方に記念品引換券を
差し上げますので、展覧会会期中にお引き換えください）
【その２】展覧会グッズが割引に！
日頃より格別なご支援をいただいている当館友の会会員の皆様に、感謝を込めて期間限定で展覧会グッズの特別

優待割引をいたします。（購入時には必ず会員証をご提示ください。なお、割引対象外の商品もありますのでご了
承ください） 例）国宝「松林図屏風」ミニチュア 6,300円（定価）⇒6,000円（会員価格）


